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第【1 】学年【国語 】科学習指導計画

評価規準

主体的に学習に取り組む態度

進んで自分の考えを確かなもの

にし,学習課題にそつて考えを

伝え合おうとしている。

・進んで心情の変化などを捉え,

学習課題にそつて考えを伝え合

おうとしている。

・積極的に話題や展開を提え,学

習の見通しをもつて話し合おうと

している。

進んで音声のはたらきやしくみに

ついて理解を深め,学習したこと

を生かして課題に取り組もうとし

ている。

思考・半1断・表現

0「読むこと」において,文章の構成

や展開,表現の効果について,根拠

を明確にして考えている。(C工 )

②「読むこと」において,文章を読んで

理解したことに基づいて,自分の考

えを確かなものにしている。(Cオ )

0「読むこと」において,場面の展開

や登場人物の心情の変化などにつ

いて,描写をもとに捉えている。(C

イ)

0「読むこと」において,文章の構成

や展開,表現の効果について,根拠

を明確にして考えている。(C工 )

0「話すこと・聞くこと」において,必要

に応じて記録したり質問したりしなが

ら話の内容を提え,共通点や相違点

などをふまえて,自 分の考えをまとめ

ている。(A工 )

話すこと・聞くことJにおいて,話題

や展開を捉えながら話し合い,互い

の発言を結びつけて考えをまとめて

いる。(Aオ )

知識・技能

事象や行為,心情を表す語句の

量を増すとともに,語句の辞書的

な意味と文脈上の意味との関係に

注意して話や文章の中で使うこと

を通して,語感を磨き語彙を豊か

にしている。((1)ウ )

比較や分類,関係づけなどの情報

の整理の仕方について理解を深

め,使っている。((2)イ )

・比較や分類,関係づけなどの情報

の整理の仕方について理解を深

め,それらを使つている。((2)イ )

音声のはたら■やしくみについて

理解を深めている。((1)ア )

主な学習活動

1詩の構成や表現の効果について考
えながら,情景を想像して音読する。

2詩を読んで感じたり想像したりしたこ

とを共有する。

1本文を通読し,場面ごとの内容を提

える。

2描写をもとに三太郎の心情の変化を

捉える。

3擬態語などの表現の工夫に着目して

読み,表現の効果について考える。

4物語における表現の効果について

考えを深める。

1話題や展開にそつて話し合いをつな

げるための方法を理解する。

2話し合いをつなげるための方法を,

グループディスカッションで活用す

る。

3記録したり質問したりしながら話の内

容を提え,自 分の考えをまとめる。

1日 本語の音節や五十音図のしくみな

どを理解し,音声のしくみとはたらき

について考える。

教材名【領域】

0学習目標

朝のツレr【議■(講 )】 _
●詩の構成や表現の効果について考えながら,

情景を想像して音読する。(C工 )

●詩を読んで感じたり想像したりしたことを共有

する。(Cオ )

竜【読む(物語)】

●描写をもとに三太郎の心情の変化を提える。

(Cイ )

0擬態語などの表現の工夫に着目して読み ,

表現の効果について考える。(C工 )

グループディスカッション

話題や展開にそつて

話し合いをつなげる【話す。聞く】

0話題や展開にそつて話し合いをつなげるため

の方法を理解し,活用する。(Aオ )

0必要に応じて記録したり質問したりしながら話

の内容を捉え,自 分の考えをまとめる。(A工 )

言葉発見①

●音声のはたらきやしくみについて理解を深め

る。(知・技 (1)ア )
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進んで心情の変化などについて描

写をもとに捉え,学習課題にそつ

て考えを記録しようとしている。

・進んで常用漢字について理解を

深め,学習したことを生かして課

題に取り組もうとしている。

粘り強く日常生活の中から題材を

決め,学習の見通しをもつて随

筆を書こうとしている。

進んで自分の考えを確かなものに

し,学習したことを生かして学校

図書館などを利用し,多様な情

報を得ようとしている。

進んで事実と意見との関係などに

ついて叙述をもとに捉え,学習課

題にそつて考えをまとめようとして

ヤヽる。

・進んで指示する語句と接続する

語句の役割について理解を深め ,

学習したことを生かして課題に取り

組もうとしている。

0「読むこと」において,場面の展開

や登場人物の相互関係,心情の変

化などについて,描写をもとに捉え

ている。(Cイ )

0「読むこと」において,場面と場面 ,

場面と描写などを結びつけて内容を

角旱釈している。(Cウ )

`b「

書(こと1において 目的や意図に

応じて,日 常生活の中から題材を決

めているハ(BアⅢ

②「書くこと」において,根拠の明確さ

などについて,読み手からの助言な

どをふまえ,自 分の文章のよい点や

改善点を見いだしている。(Bオ )

「読むこと」こおいて,文章を読んで

理解したことに基づいて,自分の考

えを確かなものにしている。(oオ )

0「読 t,こと1において 文章の中心

的な部分と付加的な部分,事実と意

見との関係などについて叙述をもと

て し

②「読むこと」において,文章の構成

や展開デ表現の効果について,根拠

を明確にして考えている。(C工 )

0「読むこと」において,文章を読んで

理解したことに基づいて,自 分の考

えを確かなものにして考えている。

(Cオ )

比較や分類,関係づけなどの情報

の整理の仕方について理解を深

め,それらを使つている。((2)イ )

0常用漢字(300字～400字 )を読

んでいる。((1)イ )

0事象や行為,心情を表す語句の

量を増している。((1)ウ )

比較や分類,関係づけなどの情報

の整理の仕方について理解を深

め,それらを使つている。((2)イ )

・読書が,知識や情報を得たり,自

分の考えを広げたりすることに役

立つことを理解している。((3)オ )

0原因と結果,意見と根拠など情報

と情報との関係について理解して

いる。((2)ア )

②比較や分類,関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解を

深め,それらを使つている。((2)

イ)

0常用漢字(300字～400字 )を読

んでいる。((1)イ )

②指示する語句と接続する語句の

役割について理解を深めている。

((1)工 )

1場面と場面,場面と描写などを結び

つけて,内容を解釈する。

2行動の結写をもとに,人物像や人物

の心情の変化を提える。

3「私」の父に対する思いについて考え

る。

1漢字の部首と意味の関係について

理解する。

2漢字の成り立ちについて理解する。

1日 常生活の体験の中から題材を決

める。

2表現したいことの中心を明確にしてま

とめる。

3交流をとおして,表現のよい点や改

善点を見つける。

1教材文を読み,感想を交流する。
2本を選んで読み,自 分の考えを広げ

たり深めたりする。

1文章の構成と要旨を提える。

2「内開き」についての筆者の考えを整

理する。

3論の展開・構成をふまえて,「外開

き」が肯定される過程を提える。

4筆者の考えに対して自分の考えをも
ツ
つ 。

1接続する語句について理解する。

2指示する語句について理解する。
3「確かめよう」の課題に取り組む。

宰のない葉書【読む(随筆)】

●場面と場面,場面と描写などを結びつけて,

内容を解釈する。(Cウ )

●行動の描写をもとに,人物像や人物の心情の

変化を提える。(Cイ )

部首と成り立ち

●漢字の部首と成り立ちについて理解を深め

る。(知・技 (1)イ )

随筆 体験〕こ向き合い な昧づける【霧く】

●日常生活の体験の中から題材を決め,表現し

たいことの中心を明確にしてまとめる。(Bア )

●交流をとおして,表現のよい点や改善点を見

つける。(Bオ )

本を読むことのおもしろさ

0読書が,知識や情報を得たり,自 分の考えを

広げたりすること1こ役立つことを理解し,読書

をとおして自分の考えを確かなものにする。

(知・技 (3)オ ,Cオ )

玄闘扉【読む(説明)】

0文章の要旨を提え,筆者の考えに対して自分

の考えをもつ。(Cア ,Cオ )

0論の展開・構成をふまえて,「外開き」が肯定さ

れる過程を提える。(C工 )

接続ずる語旬・指示する語旬

0指示する語句と接続する語句の役割につい

て理解を深める。(知・技 (1)工 )
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2023.4
中進んで要旨を把握し,学習した

ことを生かして考えたことを報告

しようとしている。

・進んで登場人物の相互関係や心

情の変化を描写をもとに提え,学

習課題にそつて考えを伝え合おう

としている。

・「読むこと」において,文章の中心的な

部分と付加的な部分,事実と意見との

関係などについて叙述をもとに捉え ,

要旨を把握している。(Cア )

0「読むこと」において,場面の展開

や登場人物の相互関係,心情の変

化などについて,描写をもとに捉え

ている。(Cイ )

②「読むこと」において,場面と場面,

場面と描写などを結びつけたりして,

内容を解釈している。(Cウ )

0「読むこと」において,文章を読んで

理解したことに基づいて,自 分の考

えを確かなものにして考えている。

(Cオ)

・古典にはさまざまな種類の作品が

あることを知つている。((3)イ )

・音読に必要な文語のきまりを知り,

古文を音読し,古典特有のリズム

を通して,古典の世界に親しんで

いる。((3)ア )

1月 と人々との関わりについて考える。

2古文の仮名遣いやリズムに注意して

音読し,内容を提える。

3登場人物の相互関係や心情の変化
について,描写をもとに捉える。

4古典の世界を感じ取り,現代と比べ

て考えを広げる。

●古典の世界への理解を深め,月 と人々との関

わり1こついて考える。(知・技 (3)イ Cア )

0古文の仮名遣いやリズムに注意して音読し,
古典の世界を感じ取る。(知・技 (3)ア )

●登場人物の相互関係や心情の変化につい

て,描写をもとに捉える。(Cイ )
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。進んで文章の構成や展開 ,

表現の効果を捉え,学習課題

にそつて考えたことを伝え合お

うとしている。

・進んで場面と描写などを結び

つけて内容を解釈し,学習課

題にそつて考えたことを記録し

ようとしている。

・進んで必要な情報に着日して

要約し、学習課題にそつて理

解したことを文章にまとめようと

している。

・進んで共通語と方言の果たす

役割について理解し,学習した

ことを生かして課題に取り組もう

としている。

0「読むこと」において,場面と場

面,場面と描写などを結びつけ

て内容を解釈している。(Cウ )

0「読むこと」において,文章の構

成や展開,表現の効果につい
て.1風キタと歩明確にして考えてい

る。(C工 )

0「読むこと」において,場面の展

開や登場人物の心情の変化な

どについて,描写をもとに捉えて

いる。(Cイ )

②「読むこと」において,場面と場

面,場面と描写などを結びつけ

て内容を解釈している。(Cウ )

0「読むこと」において,文章の構

成や展開,表現の効果につい

て,根拠を明確にして考えてい

る。(C工 )

0「読むこと」において、目的に応じて

必要な情報に着目して要約し、内容

を解釈している。(Cウ )

②・「読むこと」において、文章を読ん

で理解したことに基づいて、自分の考

えを確かなものにしている。(Cウ )

・比較や分類 ,関係づけなどの

情報の整理の仕方について理

解を深め,それらを使つてい

る。((2)イ )

・比較や分類,関係づけなどの

情報の整理の仕方について理

解を深め,それらを使つてい

る6((2)イ )

。比較や分類,関係づけなどの

情報の整理の仕方について理

解を深め,それらを使ってい

る。((2)イ )

0事象や行為,心情を表す語
句の量を増している。((1)ウ )

②共通語と方言の果たす役割

について理解している。((3)

ウ)

3「文法のまとめ」「4名詞」「5副

詞・連体詞・接続詞・感動詞」

で,各品詞の特徴を理解する。

1詩の中の言葉を的確に捉えて,
内容を理解する。

2表現に着 目しながら読み,その

特徴と効果について自分の考え

をもつ。

1主人公のトロッコ対する思いを提
える。

2人物の言動に着目して,心情の

変化を捉える。

3情景描写と場面の展開を提え,
表現の効果について考える。

4最後の一文に描かれた情景か
ら,作品を読み深める。

1文章に示された事例について、
比較して捉える。

2必 要な情報に着 目して文章を
要約し、内容を提える。

3文章を読んで理解したことをもと
に自分の考えを深める。

1地域による言葉の違いがあること|

を理解する。

2方言のアクセントの特徴につい
て考える。

3方言と共通語の使い分けについ
て考える。

4「確かめよう」の課題に取り組む。

0詩の中の言葉を的確に捉えて,内容を
理解する。(Cク )
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0人物の言動に着目して,心情の変化を
提える。(Cイ )
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第【1】学年 【ネ土釜華Я辟 】科学習指導計画
評 イ西 規 準

主体的に学習に取 り組む態度

・気候や時間が繹度・ つて異なること

に関
`む
を持ち,その関連性を意欲的に追及し

ている。

・世界の主な国 の々名称と位置、首都を意欲的
に調べようとしている。

。日本の回土に対する関ミを高め、日本の位

置と領域、都道府県の構成と地域区分を意

欲的に追求し、日本の地域構成を大まかに

とらえようとしてとヽる。

・世界各地の人々の生活と環境の多様性に

ついて,自然及び社会的条件と関連付けた

人々の生活の様子とその変化を基に意欲的

とこ追究し,と らえようとしても`る。

・アジア州の自然環境,産業,生活。文化,歴

史的背景などの特色について概観する中

で,特に経済成長に関だを持ち,設定され

た学習テーマを意欲的に追究しようとしてい

る。

・ヨーロッパ州の自然環境,産業,生活・文

化,歴史的背景などの特色について概観す

る中で,特に国家間の統合に関=むを持ち,

設定された学習テーマを意欲的に追究しよ

うとしている。

思考・判断・表現
。日照時間や日の出・日の人りの刻の違いが

私たちの暮らしに与える影響をまとめることが
できる。

・自然回境と人為回境の特徴と違いを把握して
いる。

。日本の位置と領域の特色を、世界的な視野

から多面的・多角的に考察し、簡単な説明

文にまとめるなど迫切に表現している。

・世界各地の人々の生活と環境の多様性に

ついて,自 然的条件,社会的条件と関連付

けた人々の生活の様子とその変容を基に自

分たちの生活と比較しながら考察し,その過

程と結果を通切に表現していると

・アジア州の経済が成長してきた理由につい

て,多面的。多角的に考察し,その過程や結

果を通切に表現している。

・ヨーロッパ州の国家間の統合が進められて

きた理由や,統合が可能となった理由につ

いて,多面的・多角的に考察し,その過程や

結果を適切に表現している。

・回の産業から見た結びつきを資料の読み取

りから考察できる。EUの果たす役割につ

いて考察している。

知識・技能
・地球儀を活用して,繹度と温度との関係,繹度
と日照時間との関係,経度と時間との関係を
立体的に捉えている。季節の変化を図によっ

て把握している。

・地球儀や世界地口を活用して,世界には約 1

90の国があることや,主な国々の回名と位
置、首都を確認している。

。世界的な視野から日本の領域の特色と変

化を理解し、日本の地域構成を、地図を活

用して通切にとらえている。
・標準時と時差のしくみについて理解し、世界

地図を活用して、簡単な時差の計算ができ

る。

・世界各地の人々の生活と環境の多様性に

関する写真や統計資料,文献などの様々な

資料から,自然環境の違いや社会的条件の

違いに関する有用な情報を通切に選択し,

世界各地の人々の生活と環境の多様性に

ついて読み取つている。

`ア
ジア州について,変化に富む自然環境と,

都市化が急速に進む様子を概観し,それぞ

れの基礎的・基本的な知識を理解してい

る。

・ヨーロッパ州について,小回が多いこと,地

域により異なる農業がさかんなこと,世界経

済における地位が低下してきた様子を概観

し,それぞれの基礎的・基本的な知識を理

解している。

・EUの成り立ち。他地域との結びつきを調べ

る際にどのような資料が有効か把握してい

る。

主 な 学 習 活 動・ 内 容

・地球の表面の水陸の分布、面積、経度と

緯度、標準時、時差の求め方を理解する。
・目的に応じた色々な地回があることに気
づく。工距方位図法をつかい、距離と方
位を調べる。
・世界の地域区分について理解する。
・各地域がどのような国から構成されてい

るか、調べる。

'日本の国上の位置及び領域の特色と多

面的・多角的に考察し、日本の現状と位置
と領域の面から大観させる。

・経度の違いが、標準時と時差の仕組みを

踏まえて、地球上における日本と世界各地

との位置関係をとらえさせる。

・地域で異なる自然環境の違いを写真や映

像資料,雨温図,統計資料からとらえる。
。人々の生活と環境とのかかわりや,様々な

条件のもとで多様な生活を営んでいるこ

とを理解させるとともに,異なる文化尊重

する態度を身につける。

・アジア州の学習テーマを追究していく過

程において,その地域的特色と課題を多

面的・多角的に考察する。

・アジア州に関する統計資料の分析,面温

国。主題図・写真の読み取りや比較・関連

付けなどの地理的技能を身につける。

・ヨーロッパ州の学習テーマを追究していく

過程において,その地域的特色と課題を

多面的・多角的に考察する。

・コーロッパ州に関する統計資料の分析 ,

雨温図・主題図・写真の読み取りや比較・

関連付けなどの地理的技能を身につけ

る。

小単元・目標

i. 世界の姿

2. 日本の姿

1. 世界の人 の々生活と環
境

I. アジア州

2. ヨーロッパ州

単元名

【地理】

世界と日

本の姿

【地理】
世界のさ

まざまな地

域

世界の諸

地域

月

4
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・天皇による政治の基盤ができあがっていく

過程に関造を持っている。

・平城京・平安京のようす。摂関政治のなり
たちに関ミを持っている。
・武士の登場と成長の過程に関置を持ち調
べている。
・回風文化による具体的な動きに関ドを持っ
ている。

・武家政治の成立について、そこで見られる

課題を主体的に追及、解決しようとしている。

・鎌倉幕府の成立過程や支配のしくみに関

=むを持ち、追求している。

・元寇と武士の抵抗のようすに興味と関遣を

持っている。
・室町幕府の政治・下剋上のようすや農民の

自治に関ミを持ち、追求している。
・中世の文化に興味と関だを持っている。

・戦回の動乱とその時期のコーロッパ人の

来航に対する関ミを高め,意欲的に追究
している。

。大化の改新や壬申の乱を通して、天皇の地
位が高まっていったことを考察している。

・平城京を中だとして行われた全国支配のし
くみとその変容について考察している。
・武士の登場の背景を、律今政治のゆらぎや

地方政治の乱れと関連づけて考察してい

る。平安時代の主権者の変理を歴史的背
景から読み取ることができる。

・武家政権が朝廷との抗争をへて、全国に勢
力を広げていったことを考察している。

・農業や商工業の発達などに着目して、武家
政治の成立について多面的・多角的に考

察・表現している。
・鎌倉時代文化の特色を考えている。

・鎌倉幕用のおとろえた原因を、多面的に考

察している。
・室町幕府の成立、下剋上の過程を通して、

農村の自治が進む背景青考察している。
・ユーランアの動きや東アジアにおける交流
と武家政権とを関連させて、多面的・多角的
に考察している。

・ヨーロッパ文化の伝来が日本の社会に及

ばした影響を,キ リスト教や鉄砲の伝来,

南蛮貿易に注目して,多面的・多角的に考

察し,その過程や結果を通切に表現して

いる。

・大化の改新や大宝律今など律今回家成立
の過程を理解し、古墳。十七条憲法。大宝

律今などの資料を活用している。
・追唐使の派追目的を資料から読み取ること

ができる。
。日本の律今回家のしくみや農民の生活を

理解している。
・律今制の衰えの中、中央と地方の政治につ
いて理解する。
・平城京。飛鳥文化・天早文化について各時
代の代表的な文化進産をもとに考察してい

る。摂関政治・武士のようす。国風文化を調
べる上でいろいろな資料を活用している。
・律今制をめぐる政治の変化の中で、武士が
おこってきたことを理解する。
・鎌倉時代の武士と農民のくらしや産業発達
の様子を理解できている。
・農民の訴状から地頭と荘園領主に二重支
配されていたことを読み取つている。
・社会のようすの資料を読み取つている。
・各時代の文化進産を学習に活用している。

・元寇についていろいろな資料を活用して学

習している。
・幕府を減亡させた武士社会の変Tヒについて

理解している。
。東アジフとの交流について、地図などを活用
して理解している。
・室町時代の下剋上の社会や農村の自治の

進展の背景を理解している。
・室町の文化の特色について、鎌倉の文化と

の共通性を理解している。

・戦国の動乱とその時期のヨーロッパ人の

来航について理解し,その知識を身に付

けている。

・戦回の動乱とその時期のヨーロッパ人の

来航,織日・豊臣による統一事業と,当時

の対外関係や文化に関する国版,史料,年

表,歴史地図などの様々な資料を収集す

るとともに,情報を竜切に選択して読み

取つたり,日表にまとめたりしている。

。古墳の広まりを通して、日本の吉代国家形

成の過程と渡来人の役割を理解する

。日本の律今国家のしくみや農民の生活を
理解し、その変容について考える。
・仏教の広まりと文化の特色を理解する。
・律今制の衰えの中、中央と地方の政治に
ついて理解する。

・律今制をめぐる政治の変化の中で、武士

がおこってきたことを理解する。

・鎌倉幕府の成立過程や支配のしくみと政

治の中t咀が京都と鎌倉の二つになってい

たことを農民の立場から理解する。

。中世の日本の変化を泉アジアの情勢と関
わらせて理解をする。
・鎌倉幕府を減亡させた武士社会の変化
について調べ、諸産業発達を知る。
・武家社会では下剋上がはげしくなり、農
村では自治が進んだことを理解する。

・コーロッパ人の来航の背景を,新航路
の開拓を中

`こ
に理解させ,鉄砲とキリス

ト教の伝来が日本に与えた影響を考え

させる。

3. 古代国家の歩みと東
アジア世界

1. 武士の政権の成立

2. ユーランアの動きと武
士の政治の展開

ヨーロッパ人との出会
いと全国統一

【歴史】

中世の日

本

【歴史】

近世の日

本
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第【1】学年 【数学科 】科学習指導計画

評 価 規 準

主体的に学習に取り組お態度
・との雲・
ついて ,
て考えよ

Rの叡
具体的
うとし

の殆妥に と恵 B禾に
な場面と結びつけ
ている。

五の
性質
たと
とし

叡・貫の叡を用いて,及再
をもつ量や,ある基準を決
きの量を表す方法を考えよ
ている。

の
め
つ

碁華と
きい数
考えよ

なる数より,ある数だけ大
や小さい数を求める方法を
うとしてtヽ る。

数の範囲をFA張 し,工の釈・ Rの
数の加法,減法の意味や計算の方
法を考えようとしている。

藝協巽曇F深藍あ急浜零罫卑
法を考えようとしている。

Rの
の方

と の叡 と貝の雲 の四則 つ`混 じつた

計算の方法を考えようとしてい
る。
・数の桑合における四則計昇の可能
性を考えようとしている。

思考 。判断・表現
の叡が便われている具
を見いだし,工の数・
のように用いられてい
察し表現することがでるのか

きる。

工の数・負の数
性質をもつ量や
たときの量を表
察し表現するこ

を用い
,ある
すとき
とヵ学ご

て,反対の
基準を決め
の方法を考
きる。

言下曇零魚でよ数を象島弩雰攘奮
考察し表現することができる。

・既習の計算をもとにして,工の家

よる?峯名響考七詈泰字奮奮:見
・加法と減法を統一的にみること

言墳雫賛Й裟湾累モしそ負費皇義
することができる。

・既習の計算をもとにして,正の数

よ是?警皇義季名でを祭専で宮景
工の数
計算の
ること

と貫の数の四則が混じつた
方法について考察し表現す
ができる。

・
程?琴豪[裏境写冒響啓荼零Y罷
る。
。自然数を素数の積で表すことによ

控ち椒娑純賃笹李ご?泰等?瞥F

知識 。技能
。工の数・負の数の羹妥性と恵B´栞に
ついて,具体的な場面と結びつけ
て理解している。
・符号や自然数,整数の意味を理解
している。
・工の数・ 負の数を数直線上に表し

歳れ猪号筆者七書慕等ξttF読
・ 工の家・ 貝の叡 を用いて,反対の

拷唇ζ∴塁毒裳子ぞ2恭孝ξttP
絶対恒っ工の数
係の意味を理解
数の大小関係を
表すことができ
基準となる数よ
きい数や小さい
いて求めること

。Rの数の大小関
している。
,不等号を用いて
る。

芸孝::ヨ療を奮
・工の叡・ 負の叡の刀口活,瓶なの万
法を理解 している。・工の数・負の数の加法,減法の計
.曇をと∴曇Y資言豪£&で拡張す
皇島絶振査ここぁヾ響警と菅を壱鐘
解している。・
磐牽貴冴墳8暴ヒE寄豪与七モ察
できる。
・加法と減法の混じった式の計算を
することができる。
工の数・ 負
法を理解 し
工の数 。負
算をするこ

の家の栞活,除法の万
ている。

?祭零香奮を除
法
?計

。福 叡 の蕊 B´〔を理群 してい
。四則をS、くむ式の計算を
ができる。

る 。

すること

数の果合の意味や数の果合におけ
る四則計算の可能性について理解
している。
素数の意味を理解 している。
iや素数でない自然数を素数の積
として表すことができる。

主 な 学 習 活 動 ・ 内 容

i Oよ りJヽさい数

2 正の数・負の数で量を表すこと

3 絶対値 と数の大小

: 工の数・負の数の加法,減法

2 工の数・ 負の数の乗法,除法

3 いろいろな計算

4 数の世界のひろがり

小単元・ 目標

i節 工の数・負の数

2節 工の数・負の数

の計算

単元名

エ

の

数

負

の

数

月

4

5



等式の性質 と移工R及びその関係に
ついて考えようとしている。

・ ELl″J弧を聯 く万活をτえたり,肝
いたりしようとしている。

万権瓢
や学習
方程式
をしS、 り

について写んたことを生清
にいかそうとしている。
を活用 した問題解決の過程
返って検討 しようとしてい

る。

・ Lヒ例式について写んだことを生活
や学習にいかそうとしている。

関雲関係を表ヤグラフなどて及 し
たり,変化や対応の様子を捉えた
りしようとして七ヽる。

具体門な手翠の中からLヒ例の関係
として捉えられる2つの数量を見
いだしたり,その関係を式で表し
たりしようとしている。
変数や定数が負の数の場合につい
て,とヒ例の変化や対応の特徴を考
えようとしている。

歴標
つた
て表

をも
り,
した

とにして
平面上の

平面上に
点を座標

点をと
を用い
る。りしようとしてい

。父雲ヤ疋叡つ`Rの釈の場合につい
て,此例のグラフの特徴を提えよ
うとしている。

具杯呵■争翠の甲つ`ら皮じL例の関
係として提えられる2つの数量を
見いだしたり,その関係を式で表
したりしようとしている。
変数や定数が負の数の場合につい
て,反 Lヒ例の変化や対応の特徴を
考えようとしている。

°
等守震毘務奮易写夢8繹a婚星受
ようとしている。

・ LL例う皮とし例について写んたこと
を生活や学習にいかそうとしてい
る。

叡や又写式の計鼻と万椎式を群く
方法の違いについて考察し表現す
ることができる。
等式の性質をもとにして,移項し
て方程式を解く方法を考察し表現
することができる。
°晩菅σ〕万任蚕と関理つとアて,じL例
式を解 く方法を考察 し表現するこ
とができる。

Tτ泰尋§ぞrT場
酌て落用する

求めた解や解決の方法をお、り返つ

こ箸曇七皇壌學留ごセ泉客ご2:|

。しヒ例式 を具体門な場面で活用す る
ことができる。

曇冴田穣ぞ曇?疋装零身号ヲ寒警
をもとにして,変化や対Aの様子
を提え表現することができる。

・具体的な畢累の中にある2つの数
量の関係を,変化や対Aの様子に
者日して調べ,此例の関係として
捉えられる2つの数量を見いだす
ことができる。
・変数や定数が負の数の場合につい

曇t駿鋼写奢告ど暴奪?管算
を考

。小学校て字習 した屋標を,負の叡
まで拡張 して考えることができ
る。

父雲 ヤ足雲 つ` Rの叡 の場 合 につ い

桑挽す
比留?τ系子?管砕

を考察し

にある Zつ
や対応の様
比例の関係
の数量を見

の

子
と

い

つ

雲
ιこ

し
だ

い
を

に

て ,
考察
。父叡 f疋叡 つ` Rの家 の場 合 につ い

τ装晏す
比留?τ暴子?管争

を考察

具体門な畢翠か ら月又
の数量の関係がしヒ例
るかどうかを判断 し

出したZつ
反比例であ
その変化や

リ

・移項の恵 B´【を理周年している。
・方程式を解く手順を理解 してい
る。
・簡単な方程式を解くことができ
る。

。しこのに,じL例蚕の蒸B′卜を埋瞬して
tヽ る。
・簡単な比例式を解くことができ
る。
万権式を君用 して
方法について理解
事象の中の数量や
して方程式をつく
を解くことができ

問題を群沃する
している。
その関係に着目
り,そ の方程式
る。

畢梁の中の数量やその関係に看日

とこ孝響書ネ尋ことをそ
の比例式

関数関係の恵B′栞を理解 している。
関数関係を,表やグラフ,式で表
すことができる。
変数と変域の意味を理解 してい
る。
じヒ伊』
比例
がで

の

の
寺

の
る

蕊 B,卜 を堰 肝 して い る。

関係を,表や式に表すこと
る。
変化や対応の特徴を理解 し。比例

てい

胆下不の意味を理藩 している。
座標をもとにして平面上に点をと

そ皇と先子写者?壱ネ零督宮「
い

。しヒ例をグラフて
‐
象了ことがてき

る。
・ 比例のグラフの特徴を理解 してい
る。
・ 及しヒ例の
・ 反此例の
とができ
・反比例の
している

尽 B´栞
関係
る。
変化

を理解 している。
を,表や式に表すこ

や対応の特徴を理解

。及しヒ例をタラフて嶺丁ことつ`てき
る。
・反比例のグラフの特徴を理解 して
いる。

£騎翌雰蒸季?詈与曇化零鍔終秀
l践子について調べたり。予測 した

2 方程式の解 き方

3 比と比例式

! 方程式の利用

2 しヒ例式の利用

3 方程式とその解

i 関数

l 比例の式

2 圧標

3 とヒ例のグラフ

i 反比例の式

2 反比例のグラフ

2節 方程式の利用

:師 関数

2節 比例

3師 反 Lヒ例

4師  Lヒ例・反比例の

変

化

と

対

A
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笙間におけるE4犀や平面の位置関
係について学んだことを生活や学
習にいかそうとしている。

半向図形ヤ線分の理動によつて格
成される立体について考えようと
している。

。
雪rそ著狩ょ晉?1守釈看P万

に

。任体,葺杯,琢の表口積の系の万
について考えようとしている。

累
え

と 考

・ ア …

だこ
タ
と

としている。
の活用の仕方
を生活や学習

ここ“,いて
ιことヽかそ

学ん
うと

してい
ヒス ト
用した
て検討
捉え考

る。
グラムや相対度数などを活
問題解決の過程をお、り返つ
しようとしたり,多面的に
えようとしたりしている。

ろ うとしたり,
を批判的に
ている。

い

察
した
たりし

し と

つ

て
考
多
て
か
多
て
決

ら
よ

と意味を

としている。

空間における巳れRと 巳孫,且れHと
平面,平面と平面の位置関係には
どのような場合があるのかについ
て考察し表現することができる。
空間における直線と直線,直線と

と尾と、予量勇手詈ζを景尋晉:]
・
雷箇形華憲券腎亀銹程子守掃格議
されていると捉えることができ
る。
・ 実験 による測足などをもと

錐体,球の体積
考察 し表現する

にし
の求め
ことが

て,柱
方につ
できる

体 ,
いて

・ 粟験 による測足な どをもとに し

五芳信省t、等箸無せ呈義甲菅?警
が¬ごきる。
目的にκじてデータを収果する万
法や,それらを分類 。整理した

と贅↑チち夕4ご:晉を橿:学
「

デ…夕の分布の特徴や傾向を読み
取り,批判的に考察し判断するこ
とができる。
相対度数や累積相対度数をもとに

1毒をご系二ζ會争寵零肇t甥黒
。そ理てれたテー

し判断すること
夕を■七刊門に奮祭
ができる。

多叡の観祭ヤ多雲回の調行の福呆

ζ身羊写tあ権召菅曇雰豪琴呈義
することができる。

・ 空間における直線や半向の1工置関
係を理解 している。

。平面図形や線分の運動によって,
どのような立体が構成されるのか
を理解してとヽる。
・回転体の意味を理解 している。
柱体,錐体,球の体積の票め万を
理解している。

警祭そ警管:球?体要
を求めるこ

柱体,錐体,球の最面積の承め万
を理解 している。

官警祭等管名計
の表面積を求める

・ ヒス トグラムや相対農釈,範囲,
累積度数などの発要性と意味を理
解 している。
・ コンピュータなどの情報手段を用
いるなどしてデータを表やヒス ト
グラムなどに整理することができ
る。
・データを相対度数や累積相対度数
を用いて整理することができる。
・ ヒス トグラムや代表値,相対度数
などを用いて,問題を解決する方
法について理解している。
・代表値だけてはデータの分布のよ
うすを表せないことがあることを
理解している。
・度数分布表から平均値を求めるこ
とができる。
多数の観票や多数回の試行によっ
て得られる確率の終要性と意味を
理解している。

象警景鍵ぞ擢皐嘗景盆2七ゼ祭写
きる。

2 空間内の平面と直線

3 立体の構成

l 立体の体積

2 立体の表面積

! データを活用して,問題を解決
しよう

2 整理されたデータか ら読み とろ
つ

l 相対度数 と確率

2節 主体の体積と表

面積

:節 ヒス トグラムと

相対度数

2節 データにもとづ

く確率

形

ア

〕

タ

の

活

用

l

2

3



第【1】学年 【 ]哩科  】科学習指導計画

評 価 規 準

主体的に学習に取り組む態度黒考・判断・表現知識・技能

主 な 学 習 活 動 ・ 内 容小単元・目標単元名

自然の

中にあ

ふれる

生命

いろい

ろな生

物 とそ

の共通

点

月

4月

5月

6月

1.自 然の中にあふれる
生命

2.植物の特徴と分類

3.動物の特徴と分類

校庭や学校周辺の生物の観察を行

い,いろいるな生物がさまざまな場
所で生活していることを見いだして

理解するとともに,観察器具の操作 ,

観察記録のしかたなどの技能を身に

つけること。

いろいろな生物を比較して見いだし

た共通点や相違点をもとにして分類

できることを理解するとともに,分
類の しかたの基礎を身につけるこ

と。

身近な生物を観察することにより,生物

に対する興味・関心を高めること。

身近な植物の外部形態の観察を行

い,その観察記録などにもとづい
て,共通点や相違点があることを見
いだして,植物の体の基本的なつく
りを理解すること。また,その共通
点や相違点にもとづいて植物が分類

できることを見いだして理解するこ

と。

植物に対する興味・関心をもち,植
物を観察するときにどのような点に

注目すればよいかを考える力を身に

つけること。

身近な動物の外部形態の観察を行

い,その観察記録などにもとづい
て,共通点や相違点があることを見
いだして,動物の体の基本的なつく
りを理解すること。また,その共通
点や相違点にもとづいて動物が分類

できることを見いだして理解するこ

と。

動物に文ヽけ る興味・関心を高め,動
物を観察するときにどのような点に

注目すればよいかを考える力を身に

つけること。

いろいろな生物の共通点と相違点に

着目しながら,生物の観察と分類のし

かたについての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとともに,科
学的に探究するために必要な観察,実
験などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけている。

生物の観察と分類のしかたについて

の観察,実験などを通して,いろいろ
な生物の共通点や相違点を見いだす

とともに,生物を分類するための観点
や基準を見いだして表現しているな

ど,科学的に探究している。

生物の観察と分類のしかたに関する

事物・現象に進んで関わり,見通しを
もつたりふり返つたりするなど,科学
的に探究しようとしている。

植物の体の共通点と相違点に関する

事物・現象に進んでかかわり, 見通し

をもつたりふり返つたりするなど,科

学的に探究しようとしている。

動物の体の共通点と相違点に関する

事物・現象に進んでかかわり, 見通し

をもつたりふり返つたりするなど;科
学的に探究しようとしている。

いろいろな植物の共通点と相違点に 植物の体の共通点と相違点について

着日しながら,植物の体の共通点と相 の観察,実験などを通して,いろいろ

違点についての基本的な概念や原理・ な植物の共通点や相違点を見いだす

法則などを理解しているとともに,科 とともに,植物を分類するための観点

学的に探究するために必要な観察,実 や基準を見いだして表現しているな

験などに関する基本操作や記録など ど,科学的に探究している。
の基本的な技能を身につけている。

いろいろな動物の共通点と相違点に

着目しながら,動物の体の共通点と相

違点についての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとともに,科

学的に探究するために必要な観察,実
験などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけている。

動物の体の共通点と相違点について

の観察,実験などを通して,いろいろ

な動物の共通点や相違点を見いだす

とともに,動物を分類するための観点

や基準を見いだして表現しているな

ど,科学的に探究している。



音に関する事物・現象に進んでかかわ

り,見通しをもつたりふり返ったりす
るなど,科学的に探究しようとしてい

る。

力のはたらきに関する事物・現象に進

んでかかわり,見通しをもつたりふり

返つたりするなど,科学的に探究しよ

うとしている。

身近な地形や地層,岩石の観察に関す
る事物・現象に進んで関わり,見通し
をもつたりふり返つたりするなど,科

学的に探究しようとしている。

地震に関する事物・現象に進んで関わ

り,見通しをもつたりふり返つたりす
るなど,科学的に探究しようとしてい

る。

火山に関する事物・現象に進んで関わ

り,見通しをもつたりふり返つたりす
るなど,科学的に探究しようとしてい

る。

音について,問題を見いだし見通しを

もつて観察,実験などを行い,音の性
質の規則性や関係性を見いだして表

現しているなど,科学的に探究してい

る。

力のはたらきについて,問題を見いだ

し見通しをもつて観察,実験などを行
い,力のはたらきの規則性や関係性を

見いだして表現しているなど,科学的
に探究している。

身近な地形や地層,岩石の観察につい

て,問題を見いだし見通しをもつて観

察,実験などを行い,地層の重なり方
や広がり方の規則性などを見いだし

て表現しているなど,科学的に探究し

ている。

地震について,問題を見だし見通しを

もつて観察,実験などを行い,地震の

ゆれの大きさや伝わり方の規則性な

どを見いだして表現しているなど,科
学的に探究している。

火山について,問題を見だし見通しを

もつて観察,実験などを行い,地下の
マグマの性質と火山の形との関係性

などを見いだして表現しているなど,

本操作や記録などの基本的な技能を

身につけている。

音に関する事物 ,現象を日常生活や社

会と関連づけながら,音の性質につい

ての基本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに,科学的に探究
するために必要な観察,実験などに関

する基本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。

力のはたらきに関する事物・現象を日

常生活や社会と関連づけながら,力の

はたらきについての基本的な概念や

原理・法則などを理解しているととも

に,科学的に探究するために必要な観
察,実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身につけてい

る。

大地の成 り立ちと変化を地表に見ら

れるさまざまな事物・現象と関連づけ

ながら,身近な地形や地層,岩石の観
察についての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているとともに,科学
的に探究するために必要な観察,実験

などに関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけている。

大地の成 り立ちと変化を地表に見ら

れるさまざまな事物・現象と関連づけ

ながら,地震の伝わり方と地球内部の

はたらきについての基本的な概念や

原理・法則などを理解しているととも

に,科学的に探究するために必要な観
察,実験などに関する基本1桑作や記録

などの基本的な技能を身につけてい

る。

大地の成 り立ちと変化を地表に見ら

れるさまざまな事物 。現象と関連づけ

ながら,火山活動と火成岩についての

基本的な概念や原理・法則などを理解

る。

音についての実験を行い,音はもの
が振動することによつて生じるこ

と,音 は波 として空気 中を約
340m/sの 速さで伝わること,およ
び音の大きさや高さは音源の振動

のしかたに関係することを見いだ

させる。

物体に力をはたらかせる実験を行

い

'物

体に力がはたらくとその物
体が変形したり,動き始めたり,
運動のようすが変わつたりするこ

とを見いださせるとともに,力 は
大きさと向きによつて表されるこ

とを理解させる。また,2カのつり

合いの実験を行い,1つの物体には

たらく2カ がつり合 う条件を見い

だし理解させる。

身近な地形などの観察を通して,大
地の成り立ちなどを理解させる。

観察器具の基本的な扱い方など

を身につけさせる。

地震計の記録から地震のゆれの特徴

を理解させ,記録の分析により地震
のゆれの伝わり方の規則性を見いだ

させる。また,地震の原因などをプ
レー トの動きと関連づけて理解させ

る。

さまざまな火山の活動などを調べさ

せ,それらのようすはマグマの性質
が深く関係 していることを考察させ

るとともに,マグマからできる火成

2.音による現象

3.力 による現象

1.身近な大地

2.ゆれる大地

3.火をふ く大地

光・音・

力によ

る現象1

月

2

1月

2月

活 きて

い る地

球



次口:思考・半u断・表現主体的に学習取り組む態度
主 な 学 習 活 動 ・ 内 容小単元・目標単元名

7

6

7

月

4

5

斉唱

第【 I】 学年 【 音楽 】科学習指導計画

リエンテーション 姿勢や呼吸などの基本的なことの確熟

明るい歌声「校歌」

「Believe」

曲のまとまり

「We'II Find ihe VVay」 旋律の重なり方

「主人はかたい

上の中に」・由のまとまり

ている

鑑賞 「春」 ・音色、イメージ

斉唱 「浜辺の歌」 。合唱の響き

由の雰囲気について考え、通した表情や表現に

てヽ自分なり1こ考えることができる。

気にしっかりと歌うことがで

他の生徒の姿勢や呼吸について、―結に考えよう

ている。

由想と音楽の構造や歌詞の内容と 患]音色,旋律,強誦を知覚し,それらの働き ※曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わり

ドをもち,音楽活動を楽しみながら主体的・協働ついて理解している。 や寡囲気を感受しながら,知覚したこ

創意工夫を生かした表現で歌うため と感受したこととの関わりについて考え,どのよう 活動に取り組もうとしている。

発声,言葉の発音,身体の使し うかについて思いや意図をもっている。

,歌唱で表している。“ ]※ 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わり

[知 ]由想と言楽の構造や歌詞の内 [尽 ]旋律,形式,構成を夕d,覚し,それらの働きが 関ドをもち,音楽活動を楽しみながら主体的・協働

基本事項を自分なり|こつかみ、実践しようとし

るヽ。

自分なり1こまじめに取り組んでいる

りについて理解している。

[技]創意工夫を生かした表現で歌うなめに
出す特質や寡囲気を感受しながら,知覚したこ

感受したこととの関わりについて考え,どのように

の働きが生み出す特質や雰囲気を感受しな

,知覚したことと感受したこととの関わりについ

習活動に取り組もうとしている。

※曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わり

`せ
をもち,告楽活動を楽しみながら主体的・協働

歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

餌
　
　
　
　
硝

,言葉の発音,身体の使い方などの技能 かについて思いや意図をもっている。

に付け,歌唱で表している。“

曲想と音楽の構造との関わり1こついて

[知]曲想と音楽の構造や歌詞の内容との [思 ]リズム,旋律,強弱,形式を知覚し,それ

りについて理解している。 出す特質や寡田気を感受しながら,

[技]創意工夫を生かした表現で歌うため したことと感受したこととの関わりについて考え,

な発声,言葉の発昔,身体の使い方な

を身に付け,歌唱で表している。!

に歌うかについて尽いや意図をもっている。

]告色,旋律,テクスチュア,強弱を知覚し,

]曲想と音楽の構造との関わりについ

えるとともに,曲や演奏に対する評価と

ついて自分なりに考え,昔楽のよさや美しさを

態]※ 曲想と音楽の構造との関わりに関ドをもち,

]昔色,旋律,テクスチュア,形式を去口覚し, 楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学

の働きが生み出す特質や雰囲気を感受しな

,知覚したことと感受したこととの関わり1こつい

こ耳又り勇豊もうとしている

えるとともに,由や演奏に対する評価と

ついて自分なりに考え,音楽のよ吉や美しさを

てヽいる。

関

態]※ 由想と音楽の構造との関わりに関鳶をもち,

楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学
t,組もうとしている。

「朝の風に」 ・合唱の響き

「魔工」(鑑賞) 音色、イメージ

してヽ`る。

てヽいる。



第【1】学年 【 美  術  】科学習指導計画 (年間指導時数 45 時間)
評 イ面 規 準

学びに向かう力・人間性

ゲームをしながら、対象のよさ

や美しさなどを感じとったり想像し

たりすることを楽しみ、喜びをもっ

て積極的に鑑賞をしている。

太陽のエネルギーや美しさなどを

感じとつたり想像したりすることを

楽しみ、喜びをもって積極的に表

現をしている。

思いを積極的に表現し、その喜

びを味わおうとしている。

太陽のエネルギーや美しさな

どを感じとつたり想像したりするこ

とを楽しみ、喜びをもつて積極的に

表現をしている。

思考力・半I断力i表現力

美術作品、文化遺産としての絵

画や彫刻のよさや美しさ、表現のエ

夫などを感じとつたり、味わつたりす

る。

感じとったことなどを基に主題を

決め、想像力を働かせて自分の思

いにあつた表現の構想をする。

自身の活動を的確に検証すると

共に、自他の作品を鑑賞し、よさや

美しさを感じとつたり味わつたりする

表現意図に基づき機能を考えて

感性豊かな発想をし、かたちや色

の構成などを工夫して、美しい表現

の構想を深める。

感じとつたことなどを基に主題を

決め、想像力を働かせて自分の思

いにあつた表現の構想をする。

自身の活動を的確に検証すると

共に、自他の作品を鑑賞し、よさや

美しさを感じとつたり味わつたりする

知識・技能

観察したことやイメージを基にス

ケッチなどをし、さまざまな技能や

造形感覚を生かし、美しく創造的に

表現する。

表現の思いやイメージに応じてさ

まざまな技能や造形感覚を生かし

て、工夫しながら美しく個性的に表

現する。

観察したことやイメージを基にス

ケッチなどをし、さまざまな技能や

造形感覚を生かし、美しく創造的に

表現する。

主 な 学 習 活 動・ 内 容

「アートカードみえ」を使つて、ゲームを

しながら楽しく鑑賞する態度を身につけ

る。

自分がとらえている太陽のイメージか

ら、形や色を工夫し、自分だけの太陽を

考える。

ポスター表現の基礎について学ぶ。

「明るい選挙」・「地域安全」・「薬物乱用

防止」の中からテーマを選び、夏季休業

期間中にポスターを制作する。

自分がとらえている太陽のイメージか

ら、形や色を工夫し、自分だけの太陽を

考える。

小単元・目標

アートかるた

「太陽のイメージ」
・ 自分だけの太陽を工夫して

描き、自分らしく表現すること

の喜びに気づく。

ポスター表現の基礎を理解

する。

<夏季休業期間の課題>
訴える力が強く、オリジナリ

ティーあふれる美しいポスター

をつくる。

「太陽のイメiジ」(続き)
・ 自分だけの太陽を工夫して

描き、自分らしく表現すること

の喜びに気づく。

単元名

アートゲーム

(鑑賞)

∞

太陽を描く

②③④⑤⑥

②③③⑩①

ポスター

(デザイン)

④⑤⑦③③

太陽を描く

②③④⑤⑥

②③③⑩①

月

4

5

6

7

8

9

10



第【2】学年 【 美 術 】科学習指導計画 (年間指導時数 35 時間)
評 価 規 準

学びに向かう力・人間性

ゲームをしながら、対象のよさ

や美しさなどを感じとつたり想像し

たりすることを楽しみ、喜びをもっ

て積極的に鑑賞をしている。

太陽のエネルギーや美しさなどを

感じとつたり想像したりすることを

楽しみ、喜びをもつて積極的に表

現をしている。

思いを積極的に表現し、その喜

びを味わおうとしている。

太陽のエネルギーや美しさな

どを感じとつたり想像したりするこ

とを楽しみ、喜びをもつて積極的に

表現をしている。

思考力・判断力・表現力

美術作品、文化遺産としての絵

画や彫刻のよさや美しさ、表現のエ

夫などを感じとつたり、味わつたりす

る。

感じとつたことなどを基に主題を

決め、想像力を働かせて自分の思

いにあつた表現の構想をする。

自身の活動を的確に検証すると

共に、自他の作品を鑑賞し、よさや

美しさを感じとつたり味わったりする

表現意図に基づき機能を考えて

感性豊かな発想をし、かたちや色

の構成などを工夫して、美しい表現

の構想を深める。

感じとつたことなどを基に主題を

決め、想像力を働かせて自分の思

いにあつた表現の構想をする。

自身の活動を的確に検証すると

共に、自他の作品を鑑賞し、よさや

美しさを感じとつたり味わつたりする

知識・技能

観察したことやイメージを基にス

ケッチなどをし、さまざまな技能や

造形感覚を生かし、美しく創造的に

表現する。

表現の思いやイメージに応じてさ

まざまな技能や造形感覚を生かし

て、工夫しながら美しく個性的に表

現する。

観察したことやイメージを基に不

ケッチなどをし、さまざまな技能や

造形感覚を生かし、美しく創造的に

表現する。

主 な 学 習 活 動・ 内 容

「アートカードみえ」を使つて、ゲームを

しながら楽しく鑑賞する態度を身につけ

る。

・ 自分がとらえている太陽のイメージか

ら、形や色を工夫し、自分だけの太陽を

考 える。

・ 「人権Ⅲ「地域安全」・「薬物乱用防止」

の中からテーマを選び、夏季体業期間
中 にポスターを制作する。

自分がとらえている太陽のイメージか

ら、形や色を工夫し、自分だけの太陽を

考える。

小単元・目標

アートかるた

「太陽のイメージ」
・ 自分だけの太陽を工夫して
描き、自分らしく表現すること

の喜びに気づく。

夏季休業期間の課題
・ 訴える力が強く、オリジナリ
ティーあふれる美しいポスター

をつくる。

「太陽のイメージ」(続き)

・ 自分だけの太陽を工夫して

描き、自分らしく表現すること

の喜びに気づく。

単元名

アートゲーム

(鑑賞)

∞

太陽を描く

②③④⑤⑥
⑦③③⑩①

ポスター
(デザイン)
④⑤⑦◎③

太陽を描く

②③④⑤⑥

⑦③③⑩①

月

4

5

6

7

8

9

10



第【1】学年 【 キ支術  】科学習指導計画

評 価 規 準

主体的に学習に取り組む態度

進んで材料と加工の技術と関わり,

主体的に理解し,技能を身に付けよ

うとしている。

思考・判断・表現

技術に込められた問題解決の工夫につ

いて考えている。

モラルを守る必要性を考えることができる

作業台の上を整理整頓し、安全な環境を

作ることができる。

工具の仕組みを生かした使い方を工夫し

ている。

工具の仕組みを生かした使い方を工夫し

ている。

工具のしくみを生かした使い方を工夫で

きる。

工具のしくみをいかした使い方を工夫し

ている。

知識・枝能

主要な材料や加工の特性等の原理・

法則を理解している。

木材の特徴と性質についての知識を身

に付けている。

製作に必要な図を等角図及び

第三角法でかき表すことができる。

情報を利用する際に心がけるべきこと

を知る。

練習作品の製作を通して,実習の安全

な作業の進め方を身に付けている。

材料に適したけがきの方法についての

知識を身に付けている。

けがきに必要な工具を,正しい方法に

基づいて適切に使用することができる

木材の適切な切断方法についての知

識を身に付けている。

材料や加工の形状によつて,工具を正

しく選択し,安全に配慮しながら正確に

切断する方法を身に付けている。

かんながけの方法についての知識を

身に付けている。

かんながけを,正しい方法に基づいて

適切に行うことができる。

くぎ接合の方法についての知識を身に

付けている。

(ぎ接合を,正しい方法に基づいて適

切に行うことができる。

主 な 学 習 活 動・ 内 容

木材、金属、プラスチックの特徴を知る。

木材の性質を知る。

製図記号について知る。

等角図での設計図の書き方を知る。

・事例を基にして、情報技術を利用するにはどんなことを心

がければよいかを考える。

製作時の心掛けや作業の安全を知る

木材へのけがきの方法を知り、けがきをする。

木材の切断方法を知り,安全に木材を切断する。

材料に適した工具を選択し,安全な作業を行う。

かんながけにより部品を寸法通りに仕上げ,表面や切断

面を滑らかにする。

くぎ接合の手順を理解し,四つ目ぎりや接着剤,げんのう

を使用し接合する。

小単元・目標

口材料の基本的

な性質が分かる。

□木材の基本的

な性質が分かる。

□製作に必要な

図を等角図で書

き表すことができ

る。

□情報伝達の安

全性とマナーを考

えて,日 常の生活

に生かす。

□製作時の心掛

けや作業の安全

について調べる。

□木材のけがき

ができる。

□適切で安全な

木材の切断がで

きる

回適切で安全な

木材の切削がで

きる。

□適切で安全な

下穴あけ、くぎ接

合ができる。

単元名

ガイダンス

材料と加工

木材の特徴

製図

情報モラル

作業の安全

木材のけが

き

木材の切断 ,

木材の切削

下穴あけ・接

月

4

5

6

6

7

9

9

10

11

12



第【1】学年 【 家度至 】科学習指導計画

評 1面 規 準

技能・知識・理解

・自分の食生活を見直し実生活で活かすこと

ができる。

・食事の役割を理解する。

・食品にふくまれている栄養素の種類とはた

らきについて理解できる。

・食事の役割を理解する。

・食品にふくまれている栄養素の種類とはた

らきについて理解できる。

・中学生の時期に必要な栄養素の特徴を理

解できる。

・食品を栄養的な特徴によって分類できる。

・献立をたてる手順やポイントを理解している

・食品成分表を利用することができる。

・栄養的にバランスのとれた一日の献立をた

てることができる。

思考・判断・表現

・健康的な生活を送るために食

事の取り方を工夫しようとして

いる。

・自分が食べた食事に含まれて

いる栄養素の問題点と良い点

を考えようとしている。

・自分に必要な栄養は何か考え

ようとしている。

・栄養的にバランスのとれた献

立を工夫しようとしている。

主体的に学習に取り組む態度

・食生活に関心を持ち、食事の役

割について考えようとしている。

・栄養素のはたらきについて関心

を持ち、積極的に調べることがで

きる。

・中学生の時期の栄養の特徴に

ついて進んで理解しようとしてい

る。

・食品におくまれている栄養素に

関心をもつている。

・日常の食事に関心をもち、意欲

的に適切な献立を考えている。

主 な 学 習 活 動・ 内 容

・食事をとる理由について考え、発表

する。

・食事の役割をまとめ、理解する。

・栄養素の種類と働きや水の働きにつ

いて知る。

・食事摂取基準について理解し、中学

生に多く必要な栄養素についてまと

める。

・6つの食品群と食品群別摂取量のめ

やすについて理解する。

・身近な食品を6つの食品群に分類す

る。

・朝食メニューを考える。

・1日 分の献立を考える。

小単元・目標

・自分の食生活を振返り、課題を見う

けることが出来る。

・食事の役割を理解し、健康に良い食

生活について考えることが出来る。

・栄養素の種類と働きについて知る。

・中学生の時期に必要な栄養の特徴

を考えることができる。

・身近な食品の栄養的な特徴を知る。

・身近な食品を6つの食品群に分類で

きる。

・食品群別摂取量の目安とヽ日に必

要な食品の種類と概量がわかる。

・必要な栄養素をみたす 1日 分の献立

を考えること力`できる。

単元名

健

康

と

食

生

活

1可

を

ど

れ

だ

け

食

月

4

5

6

7



第【 1 】学年 【 要二言吾 】科学習指導計画

評 イ面 規 準

主体的に学きに取 り組む態度

初対白の相手と知り含つために,野きな
もの ,入りたい部活動などを伝え合つた
り,アルフアベッドの音を聞いて文字を予
測したり,声に出して単語を読んだりしよ
うとしている。

英和辞書の見出し語配列について知

り,基本的な使い方を理解しようとして

いる。

おたがいのことをよりよく知るために,名

前や出身地,好きなものやできることな

どについて,簡単な語句や文を用いて

即興でコミュニケーションを行おうとして

いる。

おたがいのことをよりよく知るために,身

近な人やもの,普段の行動などについ

て,簡単な語句や文を用いて情報を即

興でコミュニケーションを行おうとしてい

る。

黒考・判断・表現

初対面の相手と知り合うために,好きな

もの,入りたい部活動などについて,小

学校で習つた英語表現を用いて,おた

がいの考えや気持ちなどを伝え合つて

いる。

おたがいのことをよりよく知るために,名

前や出身地,好きなものやできることな

どについて,簡単な語句や文を用いて

即興でたずねたり答えたりしている。

おたがいのことをよりよく知るために,身

近な人やもの,普段の行動などについ

て,簡単な語句や文を用いて情報を即

興で話したり,たずねたり答えたりしてい

る。

知識・技能

[知識]′卜学校で習つた英語表現の意味・

用法,アルフアベットの名前と音や,大

文字・小文字について理解している。

[技能]′卜学校で習つた英語表現やアル

ファベットの音と文字の理解をもとに,あ

いさつや好きなものなどを伝え合つた

り,アルフアベットの音を聞いて文字が

わかり,声にだして読んだりする技能を

身につけている。

[知識]英和辞書の見出し語配列につい

て理解している。

[技能]英和辞書の見出し語配列につい

ての知識をもとに,辞書で単語をひく技

能を身につけている。

[知識]bc動詞と一般動詞,助動詞 canを

用いた文の形・意味・用法を理解してい

る。

[技能]名前や出身地,好きなものやでき

ることなどについて,bc動 詞や一般動
詞,助動詞 canなどを用いてコミュニケ

ーションを行う技能を身につけている。

[知識]This[That,He,she]is..… 疑問詞

whatや who,howを用いた文の形・意味
・用法を理解している。

[技能]身近な人やもの,普段の行動な

どについて,This[That,Hc,Shcl is.…

の文や疑間詞 whatや who,howを用い

てコミュニケーションを行う技能を身につ

けている。

[知識]bc動詞と一般動詞を用いた文の

形・意味・用法を理解している。

[技能〕自分や相手,身近なものについ

て,bc動詞や一般動詞を用いて,状態
や習慣などを伝える技能を身につけて

いる。

主 な 学 習 活 動・内 容

[題材内容]

学校生活の場面

[学習内容]

小学校で習つた表現

[言語の働き]

挨拶をする,指示する,質問する,
答える

[学習内容]

英和辞書の見出し語配列について

知 り,基本的な使い方を理解す
る。

[題材内容]

自己紹介

[言語材料]

be動詞,一般動詞,can
[言語の働き]

質問する,発表する,繰 り返す ,
相づちを打つ,褒める,礼を言う

[題材内容 ]

新しい先生

[言語材料]

This lThat,He,She]is...ゥ 疑間

詞 whatや who,how
[言語の働き]

紹介する,質問する,答える,相づ

ちを打つ

[学習内容]

be動詞と一般動詞

小単元・目標

小学校で習つた表現

を使つたり,単語を読

んだり書き写したりす

ることができる。

英和辞書の見出し語

配列について知り,

基本的な使い方を理

解する。

自分がふだんよくす

ることや,できることを

伝えることができる。

身近な人やものにつ

いて紹介したり,たず

ねたりすることができ

る。

be動詞と一般動詞を

用いた文の形・意味・

用法を復習し,理解
を確かめる。

単元名

Unit O

W01coxne to

」unior F[igh

School

学び方コーナー

①

Unit l

New School,

New Prlends

Unit 2

0ur New

Teacher

Gramェxlar for

CoHュ】municat

ion l

月

4

5



自分のことを知つてもらうために,自 分

が好きなことについて,情報を整理して

つながりのある文章でポスターを書こう

とし,おたがいに読んで感想を伝え合お

うとしている。

友達などのことをほかの人に知ってもら

うために,趣味などについてインタビュ

ーしてわかつたことを整理して,まとまり

のあるスピーチをしたり紹介文を書いた

りしようとしている。

したいことや頼みたいことを伝えるため

に,その場の状況を考えながら,身近な

人に許可を求めたり依頼したり,それに

適切に応答したりしようとしている。

英和辞書から英文に合つた単語の意味

を見つけるための使い方を理解しようと

している。

人や文化,言葉や食べ物などについて

知るために,人やものについての情報を

聞いたり読んだりして整理し,簡単な語

句や文を用いて,やり取りをしたり書い

自分のことを知ってもらうために,自 分

が好きなことについて,情報を整理して

つながりのある文章でポスターを書き,

おたがいに読んで感想を伝え合つてい

る。

友達などのことをほかの人に知ってもら

うために,趣味などについてインタビュ

ーしてわかったことを整理して,まとまり

のあるスピーチをしたり紹介文を書いた

りしている。

したいことや頼みたいことを伝えるため

に,その場の状況を考えながら,身近な

人に許可を求めたり依頼したり,それに

適切に応答したりしている。

人や文化,言葉や食べ物などについて

知るために,人やものについての情報を

聞いたり読んだりして整理し,簡単な語

句や文を用いて,やり取りをしたり書い

[知識]Unit 5までの学習事項を用いた文

の形・意味・用法を理解している。[技能]

自分が好きなことについて,読んだ内容

を参考に情報を整理し,Un■ 5までの学

習事項を用いて,つながりのある文章を

書く技能を身にうけている。

[知識]二人称単数現在形の文の形
B意味 B用法を理解している。

[技能]二人称単数現在形などの理

解をもとに,家族や身近な人につい

て,理解したり伝えたりする技能を

身につけている。

[知識]身近な人に許可を求める表羽や

依頼する表現の意味や働きを理解して

いる。

[技能〕自分がしたいことや相手に頼みた

いことについて,身近な人に許可を求め

る表現や依頼する表現を用いて伝えた

り,答えたりする技能を身につけてい

る。

[知識]英和辞書の構成要素について理

解している。

[枝能]英和辞害の構成要素についての

知識をもとに,辞書で英文に合つた単語

の意味を見つける技能を身につけてい

る。

[知識]二人称単数現在形を用いた文の

形・意味 i用法を理解している。

[技能]家族や身近な人について,その

人がしていることや好きなものを,二人

称単数現在形を用いて表現する技能を

身につけている。

[知識]代名詞や疑問詞 which,帯hoseを

用いた文の形・意味・用法を理解してい

る。

[技能]代名詞や疑間詞 which,whoscな

[学習内容]

自分の好きなことについて,つな

がりのある文章を書く

[題材内容]

家族の紹介

[言語材料]

三人称現在単数形

[言語の働き]

質問する,発表する,説明する

[学習内容]

身近な人に許可を求めたり,依頼
したりする。

[学習内容]

英和辞典の使い方

[学習内容]

二人称現在単数形

自分の好きなことにつ

いて,つながりの

ある文章を書くこと

ができる。

自分と相手以外の人

やものなどについて

,たずねたり伝えたり

することができる。

身近な人に許可を求

めたり,依頼したりす

ることができる。

英和辞書から英文に

合つた単語の意味

を見つけるための

使い方を理解する

二人称単数現在形を

用いた文の形・意

味・用法を復習し,

理解を確かめる。

Stage

Act市ity l

`み(■ about

W[e''Poster

Small Talk!

1

Unit 6

A epeech

About

WEy Brother

Let's Talk l

お願い

学び方コーナ

ー③

Graxllxxlar for

Commudcat

ion 4

Unit 7

Foreign

Artists in
10

自分と相手以外の人 [題材内容]

について話したり, 日本在住の外国人アーティス ト

どちらなのか,だれ [言語材料 ]

のものかをたずね 代名詞や疑間詞 whch,whose



世界や地域の問題について伝えるため

に,自分がしたいことや人やものの様子

などについて,概要を捉えたり,思いを

伝え合つたり書いたりしようとしている。

相手が目的地へたどり着けるよう1こ ,地

図を見て状況を整理し,適切に道案内
のやり取りをしようとしている。

友達に情報を伝えるために,持ち物など

についての話を聞いて,必要な情報を

捉えたリメモを取つたりしようとしている。

好きな有名人がどのような人かを伝える

ために,その人についての質問をして答

えたり,紹介する文章を書いたりしようと

している。

書き手の考えを理解して適切な助言な

どができるように,図や表などの情報を

もとに,まとまりのある文章の概要を読

み取ろうとしている。

世界や地域の問題について伝えるため

に,自分がしたいことや人やものの様子

などについて,概要を捉えたり,思いを

伝え合つたり書いたりしている。

相手が目的地へたどり着けるように,地

図を見て状況を整理し,適切に道案内

のやり取りをしている。

友達に情報を伝えるために,持ち物など

についての話を聞いて,必要な情報を

捉えたリメモを取つたりしている。

好きな有名人がどのような人かを伝える

ために,その人についての質問をして答

えたり,紹介する文章を書いたりしてい

る。

書き手の考えを理解して適切な助言な

どができるように,図や表などの情報を

もとに,まとまりのある文章の概要を読

み取つている。

[知識]現在進行形を用いた文の形・意

味・用法を理解している。

[技能]現在の動作や状況について,現
在進行形を用いて今していることを伝え

る技能を身につけている。

[知識]不定詞 (名 詞的用法)や (look十

形容詞)を用いた文の形・意味・用法を

理解している。

[技能]不定詞 (名 詞的用法)や (look+

形容詞)の理解をもとに,したいことやす

る必要のあること,人やものの様子につ

いての話し手の視覚的な判断につい

て,理解したり伝えたりする技能を身に
つけている。

[知識]徒歩での道順をたずねたり,教え

たりする表現の意味や働きを理解して

いる。

[枝能]地図を見て状況を整理し,徒歩で

の道案内の表現を用いて,道をたずね

たり教えたりする技能を身につけてい

る。

[知識]伝えるべき情報を聞き取る方法を

理解している。

[技能]伝えるべき情報を聞き取る方法

の理解をもとに,持ち物などについての

話を聞いて,内容を聞き取る技能を身に

つけている。

[知識]Unit 9までの学習事項を用いた文

の形・意味・用法を理解している。

[技能]好きな有名人について,Unit 9ま

での学習事項を用いて,どんな人かを

理解したり,有名人についてたずねたり

説明したりする技能を身につけている。

[知識]図や表などの情報をもとにした文

章の読み方を理解している。

[技能]図や表などの情報をもとにして ,

まとまりのある文章の内容を読み取る

技能を身につけている。

[学習内容 ]

現在進行形

[題材内容]

世界や地域の問題

[言語材料]

不定詞,look十形容詞

[言語の働き]

質問する,描写する,発表する,反
対する,報告する

[学習内容]

徒歩での道順をたずねたり,教えた

りする。    イ

[学習内容]

友達にあとで伝えるべき情報を

聞き取る。

[学習内容]

好きな有名人やあこがれの人に

ついてたずねたり,説明したりす
る。

[学習内容 ]

図や表などの情報を参考に,書き手
の考えを読み取る。

現在進行形を用いた

文の形・意味・用法を

復習し,理解を確か

める。

したいことや,する必

要のあることなどにつ

いて説明したり,たず

ねたりすることができ

る。

徒歩での道 I贋をたず

ねたり,教えたりする

ことができる。

友達にあとで伝える
べき情報を聞き取るこ

とができる。

好きな有名人やあこ

がれの人についてた

ずねたり,説明したり

することができる。

図や表などの情報を

参考に,書き手の考

えを読み取ることがで

きる。

Grammar for
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絡
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思い出に残つた学校行事について,情

報を整理したり感想を考えたりしながら

原稿を作成し,発表のポイントを意識し

て話そうとしている。

物語のあらすじを理解するために,物語

の文章構成を意識することで話の概要

を提えたり,話の続きを考えたりしようと

している。          |

登場人物の心情などを理解するため

に,時間の経過や場面の変化に注意し

てまとまりのある文章から成る物語を読

もうとしている。

思い出に残った学校行事について,情

報を整理したり感想を考えたりしながら

原稿を作成し,発表のポイントを意識し

て話している。

物語のあらすじを理解するために,物語

の文章構成を意識することで話の概要

を捉えたり,話の続きを考えたりしてい

る。

登場人物の心情などを理解するため

に,時間の経過や場面の変化に注意し

てまとまりのある文章から成る物語を読

んでいる。

[知識]Untt Hまでの学習事項を用いた

文の形・意味・用法を理解している。

[技能]思い出に残つた学校行事につい

て,Unh Hま での学習事項を用いて発
表する技能を身につけている。

[知識]物語の文章構成を理解している。

[技能]文章構成の理解をもとに,物語の

あらすじを聞き取つたり読み取つたりす

る技能を身につけている。

〔知識]時間の経過や場面の変化を提え

た読み方を理解している。

[技能]時間の経過や場面の変化を捉え

た読み方の知識をもとに,登場人物の

心情などを読み取る技能を身につけて

いる。

[学習内容]

思い出に残つた学校行事について

発表する。

[学習内容]

英語で書かれた文学作品を聞いて

話の概要を捉え,物語の構成を理解

するc

[学習内容]

物語を読んで,場面の変化や登場

人物の心情などを理解する。

思い出に残つた学校

行事について発表す

ることができる。

英語で書かれた文学

作品を聞いて話の概

要を提え,物語の構

成を理解することが

できる。

物語を読んで,場面
の変イ監や登場人物の

心情などを理解するこ

とができる。
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第 【 I 】学年  【  保健体育 】科学習指導計画 (年間指導時数  105  時間)

4

5

6

レーの′

男子 ンパスの方法やたの技能 。,嘔醍厘離

【陸上】 を高め、自己記録への挑 。リレー
との競争を楽し

ことができる。

ら、練習や記録会に参カロする
とができる。

・技能の要点 (オーバ…パス、
ンダーパス、サーブ、スパイク、
ロック)を理解 した課題を うことができる。

の課題解決を目指した練習が
きる。
。状況にAじて、ルールを工夫し
り作戦を立て、発展的なゲー

や練習を行うことができる。

。自分の日標や課題を持ちな
ら、練習や記録会に参力,する
とができる。

ス つ

向上することができる。
(り )リ レーのバ トンパスの仕方を身につけ、テークオー′
ニゾーン内でスムーズに加速することができる。
・安全に留意して、競技のルールや練習方法・審判法
きる。

(オーバーパス、アンダーパス、サーブ、
ック)高め、ボールをつないだゲームを【バレーボ し

ル】 きる。

短距離走やリレーのパ

トンパスの方法やたの技 ・短距離走

高め、自己記録への
との競争を楽

・個人的技能
。オーバーパス
・アンダーケヾス
・サーブ
・集団的技能
。つなぎ (ラ リー

る)
。ローテーション

。安全に留意して、各種のルール、各種日のルール、競技、
を理解できる。また、チーム内での個人の役割を

しながら行動できる。

・自分に合ったスタート方法や加速の仕方を身につけ、ルー

ルを守って記録を向上することができる。
・安全に留意して、競技のルールや練習方法。審判法を理解

女子

知識 。技能

。体カテストに向けて、最大パフォーマンスを発揮できるよ
う体調への自己管理を行うことができる。
・体力の向上を図るための課題を解決するための計画をたて
ることができる。

・測定方法、ルール等を理解して行うことができる。
・体力の向上を図るための行い方を理解し、自分の体力の調
を見つけることができる。

・基本的な隊形を習得し、集団の一員としての自党をもつ

とができる。
・集団行動としての規律やマナーを理解しながら、自分の有
動を予測することができる。

主体的に学習に取り組む態度 1   思考・判断・表現
。桑団としての規律やマナーを
理解しながら、意欲的に取り細
むことができる。

・黒回行動 (二列積豚)のボイン
トを理解しながら、取り組めてい

るかどうか。

みを意欲的に行うことができ
る。
・測定に発要な準備や、用具、

方や課題解決のための練習計
画の立案に意欲的に取り組むこ
とができる。

・自己の体力の現状を踏まえ記

・体力の向上を図るための行い
めの練習計

とができる。。体力の向上を図るための行し

を確認しながら、自己
に関する課題の設定を
うことができる。

を自己分析しながら考えるこ

。自己の体力の現状を正しく

解するための、各種目の取り

場の設定を進んで行うこと

きる。

を目指して仲間と
して取り組おことができる。

・安全に留意しながら白
した日標を設定し、故能の

を目指して仲間と工夫して
に練習やゲームができる。ま
た、ルールを軸 Eしながら
などのゲーム運営に積極的に
ることができる。

。安全に留意しながら、
上を目指して仲間と協力して

し

きる。

主 な 学 習 活 動 。内 容

・二列横隊
●
蜘

・ 50m走
・立ち幅跳び
。20mシャトルラン
・上体おこし
・握カ
。長座体前屈
。ボール投げ
・反復横跳び

。自己の体力の現状を正
しく把握し、生涯スポ…ツ
の実践や体力づくりの基
礎を善う。
・体力の向上を図るため
の行い方を理解し、課題
解決するための練習計画
の見通しをもうことがで
き
る。

小単元・目標

・集団としての規律やマナ
ー、公正な態度を身につ

ける。

単元名

【柔 団 術
動】

【新体カテ
ス 同

月

【陸上】

しむことができる。

・ リレー

る。



男女
【ダンス】

。リズムに合わせて全身を・リズムダンス
したり、感じを込め ・創作ダンス
ったり,グループで踊り
を創作し、楽しく踊つたり
ることができる。

女 ・健康な生活と疾病の予
について理解し、健康
日常生活を送るための

ましい行動や調和のと

・ダンスの特性に関dをもち, ・ グループの課題や自分自分の 。自分自分の感じ方や工夫を率直に表現し,感じを込めて
に通した課題の解決を目指 つたり,みんなでかかわりをもって踊つたりすることがで

しさや暮びを味わえるよう

・傷害の防止

。健康な生活

で取り組もうとする。また,
や鑑賞の仕方を理解し,知識を身に付ける。

いののよさを認め合とヽ,協カ
て練習したり発表 したりで
る。

。健康の保持増進のために養 ・健康な生活と病気の予防につ 。健康な生活と病気の予防についての実践方法を習得する
を発見したり、調べた てヽ、自分の知識や日常生活を

して,練習の仕方や発表の仕方
を工夫している。

る。
・ダンスの特性や学び方,歴史を理解するとともに,

とができる。

・健康な生活と病気の予防について、
を身につけることができる。

【保健】 り、考えや意見をまと り返り、課題を見つけること

生活習慣を身につけ
ることができる。 る。

ることができる。

く備考>保健は年間を通して適時実施する。 体ほぐしの運動は、各単元にS、さわしい運動や準備体操を通時実施する

3

5

3


